
NPO やましろ里山の会 週刊ニュース 1085 号 2025-5-15 

●5月 10 日（土）夏野菜の植付けを行いました。 

1 号地・2号地の畝と畝の間に水たまりができるほど、しっかりと雨が降ってくれ

ました。足元はぬかるんでいて作業を行いづらいなかでしたが、11 人が集まり植付

け作業を実施することができました。他に 2人の中学生が昆虫観察をしていまし

た。植付けた野菜は、①ナス 10 株 ②キュウリ 15 株 ③トマト 20 株 ④万願寺

トウガラシ 10 株 ⑤マクワ 5 株 ⑥スイカ 5株 ⑦サトイモ 30 個ほど ⑧青ネ

ギ 1束 ⑨ピーマン 10 株 ⑩トウモロコシ（種） ⑪枝豆（種）と 11 種類です。

事前調査とこれまでの経験より、水はけの良い 1号地と、1号地に比べて水はけの悪い 2号地で

以下のように分けて植えました。 

1 号地：トマト、万願寺トウガラシ、ピーマン、マクワ、スイカ、青ネギ 

2 号地：ナス、キュウリ、サトイモ、トウモロコシ、枝豆 

また、3号地ではアライグマ対策として金網（周囲 50m）に沿わせて網目の細かいネットを張り巡

らせました。 

 

農作物は植付け後の管理次第で収穫に大きな差が現れると言われています。トウモロコシや枝豆

は芽が出てから植替えを予定しています。雑草対策もしなければなりません。たくさんの作業が

あり、収穫まで管理が大変ですが実りを見つけるととても嬉しい気持ちになることは確実です。 

ぜひ里山農園活動にご参加、ご協力よろしくお願いします。 

 

●夏野菜の開花後の収穫時期 

キュウリ 開花後１週間 

オクラ (角オクラ)7 日程度 (丸オクラ)3 日程度 

ナス   開花後 2週間～25 日程度 

ピーマン 開花後 2週間～20 日程度 

トマト  開花後 60 日程度 

スイカ  開花後 35 日～50 日程度 

 

●里山農園部会の 2025 年度 第 1 回目を開催いたします。 5 月 17 日(土) 10:00～12:00 

この日は土曜日の農園作業日になりますが、朝から降雨の天気予想で屋外での作業は出来ない

為、伊藤喜明さんの提案を受けて大村さんや森島さんの賛同を受けて開催いたします。13 日(水)

の事務局会議でも開催が必要ではないかとの論議も深まっていました。キュウリやトマト、ナス

が昨年以上の成果物が予想されます。より幅広い取組が予想されるので、しっかりした対策計画

が必要です。ご参加よろしくお願いします。 

農
園
部
会
だ
よ
り 

植付け作業（１号地・２号地）   ※写真の赤色は苗ポット アライグマ対策の網目ネット（３号地） 

トマトの苗 

第
１
案  

販
売
所
の 

の
ぼ
り 



 

●2025 年度の竹蛇籠製作講習会について次の日程で取り組む計画です。 

2025 年 9 月 27・28 日 竹蛇籠製作講習会 京都府植物園 

11 月 8 日     竹蛇籠製作講習会 木津川井手町カルバート 

2026 年  2 月  8 日     木津川井手町 玉水浜 竹蛇籠設置竣工式 （将棋頭型蛇竹蛇籠水制） 

 

●令和 7年度「竹の情報発表会」の案内 

今回「竹文化振興協会と京都商工会主催の竹の情報発表

会」のコーディネーターとして大役を担うとの連絡が小林

慧人さんからありました。同社大学生時代は里山の会で各

種のイベントを企画しながらご協力をいただき、京都大学院へ進学されて竹の研究に身を置かれ

ています。 

パネラーは北九州市立大学教授の岩松文代氏や三木竹材店代表の三木崇司氏、京都伝統工芸大

学校校長の新谷由貴代氏、と京都いけばな協会会長の松本司氏が問題提起されるとのことです。

私たち里山の会は小林慧人氏との関りに加えて竹蛇籠や竹サインペンといった取り組みがありま

すので、竹資源の活用に係る取り組みでもあります。ご拝聴の出来る大変良い機会ですのでご参

加をお願いいたします。 

場所： ホテル オークラ京都 3 階 曲水の間   

日時： 6 月 12 日(木)午後 2 時～4時 

参加申込み先： 一般社団法人 竹文化振興協会  

電話：075-761-3600 FAX：075- 761- 3464  

        メール： j-bamboo@mbox.kyoto-inet.or.jp 

 


